
Ｈ２８ 研究みどり

低学年分科会 中学年分科会 高学年分科会

目指す 自己の思いや考えをもち、 自己の思いや考えを深め、 自己の思いや考えを深め、

児童像 自己を見つめようとする児童 自己の行動に生かそうとする児童 自己の生き方に生かそうとする児童

研究 児童が、互いの考えを聴き合い、伝え合い、話し合う道徳の時間を通して、自己の道徳
仮説 的価値の自覚および自己の生き方について考えを深め、よりよく生きようとする力が育つ

であろう。

①資料提示の工夫

②価値の大切さに気付かせる工夫

③振り返りの工夫

具体的な指導の手立て

学習指導要領より

・生きる力～確かな力を育む

・基礎的基本的な知識、技能の習得

・思考力、判断力、表現力の育成

・各教科において、思考力、判断力、

表現力などを育む観点から児童

の言語活動を充実すること。

・道徳の時間を要として、学校の

教育活動全体を通じて行う。

地域・保護者の願い

・基礎基本の定着・学力向上

・学習意欲の向上

・生活力の向上

・将来につながる発展的学力の向上

・好ましい人間関係の育成

本校児童の実態

・学習に真面目に取り組んでいる児童

が多い。

・相手の思いや立場を考えないことが

原因で友達間のトラブルが、しばし

ば起こることがある。

・道徳的価値について、道徳の時間や

生活の中で理解を深めているものの、

自己の生き方に結び付けて実践して

いくことに課題がある。

研究主題

自己を見つめ、よりよく生きようとする児童の育成

～豊かな心をはぐくむ道徳の授業を通して～

教育目標

・よく考える子ども

・心豊かな子ども

・最後までやりぬく子ども

・健康で明るい子ども

言語環境整備

音楽・歌詞
ＢＧＭ

掲示物
声のものさし
話型
説明ワード

コの字の座席

ペア・３人組

登場人物の絵
場面絵

板書整理・資料活用

心情円
ネームプレート

児童の実態・道徳アンケートから

・自分自身について、８４．５％の児

童が自分の好きなところを知って

いて、自己肯定感がもてている。

・他者について、９４．６％の児童が

友達の気持ちを大切に行動してい

る児童がいて、自他の尊重の意識

が高い。



５月２５日（水） ６年３組 道徳「泣いた赤おに」 校内研究授業の様子

６月２０日（月） ３年２組 道徳「なかよしだから」 校内研究授業の様子

７月４日（月） ５年２組 道徳「マラソン大会」 校内研究授業の様子

１０月３１日（月）４年２組 道徳「絵はがきと切手」 校内研究授業の様子

１１月９日（水）２年１組 道徳「モムンとヘーテ」 校内研究授業の様子

１２月５日（月）１年２組 道徳「くりのみ」 校内研究授業の様子

今年度の校内研究授業が全て終わりました。児童は、道徳「自己を見つめ、よりよく生きようとする児
童の育成」の学習を通して、相手の思いや立場を考えたり、生活や自己の生き方に結び付けて実践しようとし
たりするようになりました。また、教職員一同、道徳の授業づくりや取り組み方などを研修する、よい機会となりまし
た。


